
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙

佐

々

木

峻

目
　
　
次

は
じ
め
に

二
八
文
献
共
通
語
彙

二
、
七
文
献
共
通
語
彙

三
、
六
文
献
共
通
語
彙

四
、
五
文
献
共
通
語
彙

五
、
四
文
献
共
通
語
彙

六
、
三
文
献
共
通
語
彙

七
、
二
文
献
共
通
語
彙

八
、
単
一
文
献
孤
存
語
彙

お
わ
り
には

　
じ
　
め
　
に

語
彙
を
品
詞
別
に
眺
め
た
場
合
、
副
詞
語
彙
は
、
文
献
資
料
（
作
品
）
の
素
材
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
比
較
的
少
な
い
品
詞
で
あ
り
、
且
つ
、

（1）

文
献
資
料
の
個
性
を
最
も
よ
く
示
す
も
の
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙

五
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六

右
の
理
由
に
基
き
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
文
献
資
料
八
点
を
選
び
、
そ
れ
ら
に
認
め
ら
れ
る
全
副
詞
語
嚢
を
調
査
し
て
、
文
献
相
互
に
共

通
す
る
も
の
（
共
通
語
彙
）
と
孤
立
す
る
も
の
（
孤
存
語
彙
）
と
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

今
回
取
上
げ
た
資
料
は
、
片
仮
名
交
り
文
資
料
が
五
点
、
平
仮
名
交
り
文
資
料
が
二
点
、
和
化
漢
文
資
料
が
一
点
の
、
計
八
点
で
あ
る
。

（
片
仮
名
交
り
文
資
料
）

○
法
律
百
座
間
書
抄
　
院
政
末
期
書
写
本
　
法
隆
寺
蔵
（
小
林
芳
規
編
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
　
昭
和
五
十
年
二
月
　
武
蔵
野
書
院
刊
）

○
打
開
集
　
長
承
三
年
（
二
三
四
）
頃
書
写
本
　
京
都
国
立
博
物
館
蔵
　
（
東
辻
保
和
著
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
　
昭
和
五
十
六
年

一
月
　
清
文
堂
出
版
刊
）

〇
三
教
指
帰
注
　
院
政
末
期
書
写
本
　
中
山
法
華
経
寺
蔵
　
（
順
鵬
芳
舶
編
『
糾
剤
鷲
三
教
指
帰
注
禁
引
及
び
研
究
』
　
昭
和
五
十
五
年
八
月

武
蔵
野
書
院
刊
）

○
却
療
忘
記
　
文
暦
二
年
（
二
二
三
五
）
書
写
本
　
高
山
寺
蔵
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
『
明
恵
上
人
資
料
第
二
』
　
昭
和
五
十
三
年
三

月
　
東
京
大
学
出
版
会
刊
）

○
光
言
句
義
釈
聴
集
記
　
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
校
本
（
同
右
）

（
平
仮
名
交
り
文
資
料
）

○
古
本
説
話
集
　
鎌
倉
中
期
頃
成
立
　
梅
沢
彦
太
郎
氏
蔵
　
（
山
内
洋
一
郎
編
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
　
昭
和
四
十
四
年
四
月
　
風
間
書
房

刊
）

○
宇
治
拾
遺
物
語
　
建
保
六
年
（
二
二
八
）
頃
成
立
　
（
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
る
。
総
索
引
は
、
境
田
四
郎
監
修
『
宇
治
拾

遺
物
語
総
索
引
』
（
昭
和
五
十
年
二
月
　
清
文
堂
出
版
刊
）
を
用
い
た
。
）

（
和
化
漢
文
資
料
）

○
高
山
寺
本
古
往
来
　
元
暦
元
年
（
二
八
四
）
頃
書
写
本
　
高
山
寺
蔵
　
（
高
山
寺
資
料
草
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
　
昭
和



四
十
七
年
三
月
　
東
京
大
学
出
版
会
刊
）

一
、
八
文
献
共
通
語
彙

本
稿
で
取
上
げ
た
八
文
献
に
共
通
す
る
副
詞
語
彙
は
、
「
か
く
」
「
き
は
め
て
」
「
ま
た
」
の
3
語
で
あ
る
。
各
文
献
ご
と
の
用
例
数
は
、
表

1
の
如
く
で
あ
る
。
（
文
献
名
は
、
略
称
と
す
る
。
）

い
ず
れ
も
、
語
義
上
、
一
般
性
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
用
例
数
の
多
・
少
の
問
題
は
、
文
献
ご
と
の
言
語
量
の
差
が
あ
る
の
で
、
今

は
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

「
き
は
め
て
」
が
、
『
古
本
説
話
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
少
な
い
の
は
、
こ
の
二
文
献
に
「
い
と
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
表
4
参
照
）

こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
は
な
は
だ
」
は
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
と
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
表
7
参
照
）
『
古
本
説
話
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
　
の
「
き
は
め
て
」
の
例
を
、
各
一
例
掲
げ
て
お
く
。

○
ざ
え
は
副
l
嘲
叫
で
め
で
た
け
れ
ど
、
み
め
は
い
と
し
も
な
し
。
（
古
本
説
話
集
　
匡
衡
の
和
苛
の
事
第
四
　
地
の
文
　
2
8
・
4
）

同
一
文
中
に
、
「
き
は
め
て
」
と
「
い
と
」
と
が
共
存
し
て
い
る
。

○
こ
れ
も
今
は
昔
、
山
の
横
川
に
、
賀
能
ち
院
と
い
ふ
僧
、
き
は
め
て
は
か
い
む
ざ
ん
の
者
に
て
、
昼
夜
に
仏
の
物
を
と
り
つ
か
ふ
こ
と

を
の
み
し
け
り
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
山
横
川
能
地
蔵
事
巻
五
ノ
三
一
地
の
文
　
1
9
3
・
1
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙
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二
、
七
文
献
共
通
語
彙

七
文
献
共
通
語
彙
は
8
語
、
そ
の
内
訳
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

（
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
　
に
の
み
存
し
な
い
も
の
）

さ
ら
に
　
　
す
べ
て

（
『
古
本
説
話
集
』
　
に
の
み
存
し
な
い
も
の
）

す
で
に

（
『
却
療
忘
記
』
　
に
の
み
存
し
な
い
も
の
）

い
ま
だ
　
　
い
よ
い
よ
　
　
す
な
は
ち

（
『
三
教
指
帰
注
』
　
に
の
み
存
し
な
い
も
の
）

か
な
ら
ず
　
　
ま
こ
と
に

以
上
全
体
を
表
示
す
れ
ば
、
表
2
の
如
く
で
あ
る
。

右
の
8
語
は
、
修
飾
表
現
法
上
、
か
な
り
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
、
特
定
文
献
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

「
＼ノ

さすすJヽLlvすカま
語
彙

らベでまよななこ
にてにだ、・∨まらと 文
献

よちずに

7115221169 法

334231200 打

411123 三

201131 ロ去

71312143 光

3113625102 古

819415202316386 宇

61016195 高

2

億



三
、
六
文
献
共
通
語
彙

六
文
献
共
通
語
彙
は
、
「
た
ち
ま
ち
に
」
以
下
の
9
語
で
あ
る
。
そ
の
全
体
状
況
は
、
表
3
の
如
く
で
あ
る
。

右
で
は
、
『
却
療
忘
記
』
と
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
と
が
、
各
4
語
で
最
も
少
な
い
。
総
言
語
量
の
少
な
い
こ
と
も
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い

よ
う
が
、
一
面
、
叙
述
法
の
単
調
・
簡
素
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
五
文
献
共
通
語
彙

全
部
で
1
6
語
あ
る
。
非
存
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
「
い
と
」
「
え
」
の
2
語
が
、
『
三
教
指
帰
注
』
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
『
高
山
寺
本

古
往
来
』
　
の
三
文
献
に
存
し
な
い
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

存
・
不
存
の
全
体
状
況
は
、
表
4
の
如
く
で
あ
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙

九
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『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
の
「
え
」

の
一
例
は
、
打
消
し
の
呼
応
語
を
伴
わ
な
い
例
で
あ
る
。

○
阿
頼
タ
ラ
三
義
三
芳
ヲ
エ
給
ヒ
テ
、
ト
コ
ロ
ノ
＼
こ
六
方
二
浄
土
ヲ
エ
ウ
ケ
給
ヒ
テ
、
諸
ノ
芳
声
聞
ノ
タ
メ
こ
、
説
ノ
リ
ヲ
説
ト
キ
給
ヘ
リ
キ
。
（
ウ

弧
河

（2）

文
意
を
汲
め
ば
、
「
マ
ウ
ケ
」
　
の
「
マ
」
　
の
誤
写
と
見
る
べ
き
も
の
か
。

『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
の
「
し
ば
し
」
に
は
、
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
。



○
シ
．
（
平
）
‥
ハ
（
上
濁
）
シ
．
（
平
）
タ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
知
リ
ナ
ハ
、
イ
ト
マ

ト
ム
セ
イ

ア
リ
テ
遁
世
ハ
誠
に
シ
ツ
カ
ニ
テ
所
作
ア
ル
ヘ
シ
。
（
下
堕

本
文
献
に
は
、
他
に
も
声
点
付
和
語
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
、

特
定
語
に
声
点
を
付
し
た
意
図
は
未
詳
で
あ
る
。

五
、
四
文
献
共
通
語
彙

異
な
り
語
数
は
2
3
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
1
0
語
以
上
を

占
め
る
も
の
が
、
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
『
古
本
説
話
集
』
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
　
の
三
文
献
で
あ
る
。

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
に
は
、
5
語
し
か
認
め
ら
れ
な
い
が
、
そ

れ
ら
の
う
ち
、
「
さ
だ
め
て
」
「
も
と
も
」
「
こ
と
に
（
殊
）
」
　
「
い
は

む
や
」
　
の
4
語
は
、
他
の
文
献
に
比
べ
、
総
言
語
量
の
割
り
に
出

現
頻
度
が
高
い
。
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
の
文
体
的
特
徴
を
支
え
る

重
要
な
副
詞
語
彙
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。

存
・
非
存
の
全
体
状
況
は
、
次
表
（
表
5
）
　
の
如
く
で
あ
る
。

た
が
ひ
に

い
か
で

い
く
ぼ
く
　
（
も
）

か
う
か
う
斯
々

さ
然
た
び
た
び

な
ど
　
（
か
）

つ
ひ
に

さ
だ
め
て

お
ほ
よ
そ

た
と
ひ

ま
し
て

や
が
て

よ
に

、
J
　
、
j
　
き
j

、
レ
カ
・
カ

み
な
も
と
も

さ
も
こ
と
に
殊

い
ち
ぢ
や
う
〓
疋

と
か
く
　
（
も
）

法
　
打
　
三
　
却
　
光
　
古
　
宇
　
高

2531923

231161216031

1　　4421511

11

21

26111

2

8　471　　95　145　716　　90　　41　　2

5　　　13

8　　8

3　　11　　　　　　　　　　　5

3　113　　31　　44　17

2　18　4725　12　　　34　1　　　262　31　　　19　182　　　1　　　15　3　20

5

俵

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙
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六
、
三
文
献
共
通
語
彙

異
な
り
語
数
は
2
0
語
で
あ
る
。
（
表
6
参
照
）



『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
の
「
い
く
た
び
」
の
例
は
、
「
筆
築
」
を
詠
み
込
ん
だ
物
名
歌
の
例
で
あ
る
。

○
め
ぐ
り
く
る
春
々
ご
と
に
桜
花
い
く
た
び
ち
り
き
人
に
と
は
ば
や
（
木
こ
り
小
童
隠
題
歌
の
事
巻
一
二
ノ
二
　
m
・
2
）

擬
態
語
「
ふ
っ
と
」
が
、
『
却
療
忘
記
』
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
に
見
ら
れ
る
。

（走）

○
コ
ノ
チ
ヤ
ウ
ナ
ラ
バ
、
コ
レ
ヨ
リ
ノ
チ
ノ
師
将
列
羽
目
ア
ル
マ
シ
キ
事
也
。
（
却
療
忘
記
　
上
9
オ
5
）

○
又
、
閤
伽
水
ナ
ト
ハ
、
我
ハ
昔
時
列
外
日
大
ニ
バ
ト
ラ
セ
ス
、
イ
カ
ニ
モ
自
作
ト
リ
キ
。
（
同
右
　
下
1
オ
5
）

○
仇
テ
走
力
大
事
÷
ア
心
得
ネ
パ
オ
羽
目
心
得
ラ
レ
ス
。
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
　
上
型

共
に
、
明
恵
上
人
関
係
の
文
献
で
あ
る
。
明
恵
上
人
独
特
の
用
語
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

擬
声
・
擬
態
語
の
よ
う
な
具
体
的
な
表
現
機
能
に
富
む
語
彙
が
、
共
通
度
の
低
い
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
の
二
文
献
共
通
語
彙
及
び
単
一

文
献
孤
存
語
彙
に
、
こ
れ
ら
が
多
数
見
ら
れ
る
の
も
、
至
極
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

七
、
二
文
献
共
通
語
彙

ま
ず
、
全
体
の
状
況
を
表
示
す
る
。
（
表
7
　
見
出
し
語
に
傍
線
を
付
し
た
も
の
が
、
擬
声
・
擬
態
語
で
あ
る
。
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙

一
三
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四

い
か
に
い
は
む
や

お
も
ひ
お
も
ひ
に

せ
め
て

な
ど
て

か
な
ら
ず
L
も

さ
き
ざ
き

た
だ
ち
に

と
も
す
れ
ば

い
か
で
か

い
か
ば
か
り

い
と
い
と

さ
ば
か
り

そ
こ
そ
ば
く

し
か
じ
か

た
し
か
に

も
し
は

、
も
ろ
と
も
に

ゆ
め
ゆ
め

あ
ま
ね
く

い
ち
い
ち
に

か
さ
ね
て

し
か
し
な
が
ら

法
　
打
　
三
　
却
　
光
　
古
　
宇
　
高

10　11　　　1

2　　　1

1　　31

3116813127

6

1

11217

1111

012732

5191145

1

234

7

億

し
ば
し
ば

は
な
は
だ

よ
く
こ
こ
ろ
み
に

つ
ぶ
と

に
は
か
に

は
た
と

よ
る
ひ
る

ま
た
く
全

も
つ
と
も

し
ぜ
ん
に

な
か
ん
づ
く
に

あ
ま
り
に

ち
ち
と

ひ
し
と

も
と
よ
n
ソ

か
ま
へ
て

こ
と
さ
ら

よ
ひ
と
よ
夜
一
夜

せ
う
せ
う
少
々

か
り
に

あ
ま
り

は
た
し
て

は
た
は
た
と

11

3　　121711

1511

17

114

3818

21

3　　11　　　11　　　11　　　49113

2　　　12111

愈
U

14

1

212



あ
っ
あ
っ
と
昏
々

い
か
に

い
く
ほ
ど

い
つ
し
か

い
と
ど

え
も
い
は
ず

か
つ
が
つ
と

き
と
き
ら
き
ら
と

こ
そ
ろ
と

さ
す
が
に

さ
な
が
ら

さ
は
さ
は
さ
は
と

そ
こ
ら

そ
よ
そ
よ
と

つ
く
づ
く
と

つ
ゆ
と
て
も
か
く
て
も

と
も
か
く
も

は
る
ば
る
と

ぶ
d
ほ
の
ぼ
の
と

や
れ
や
れ
と
破
々

l

　

1

2

4

　

1

6

1

1
　
　
　
3

9

　

　

7

5

　

1

9

3

　

　

8

2
　
　
　
1

1
　
　
　
1

3

　

1

4

3

　

　

5

2
　
　
　
1

5
　
　
　
7

2

　

　

5

3

　

2

3

2
　
　
　
1

2
　
　
　
5

1
　
　
　
1

1

　

　

2

5

　

　

5

1
　
　
　
2

1
　
　
　
1

1
　
　
　
7

1
　
　
　
5

1
　
　
　
9

1
　
　
　
2

1
　
　
　
1

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙

五



鎌
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研
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ま
ず
、
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
の
声
点
付
和
語
の
例
を
掲
げ
て
お
く
。

○
是
等
ヲ
心
口
不
二
得
一
シ
テ
ト
．
（
平
）
．
モ
（
上
）
ス
．
（
平
）
レ
．
（
平
）
ハ
二
平
濁
）
文
点
ヲ
ヨ
ム
ナ
ン
ト
云
テ
ナ
ニ
ト
モ
ナ
ク
ヨ
ム
ハ
、
タ
、
我
ロ
カ
マ

シ
キ
也
。
（
上
3
4
0
）

擬
声
・
擬
態
語
は
、
全
部
で
1
4
語
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
「
つ
ぶ
と
」
が
『
打
開
集
』
と
『
古
本
説
話
集
』
と
に
存
し
、
「
は
た
と
」
が

（3）

『
打
開
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
に
存
し
、
「
ち
ち
と
」
「
ひ
し
と
」
が
『
却
療
忘
記
』
と
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
と
に
存
し
、
「
は

た
は
た
と
」
が
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
、
「
き
と
」
「
き
ら
き
ら
と
」
「
こ
そ
ろ
と
」
「
さ
は
さ
は
と
」
「
そ
よ
そ
よ
と
」

「
つ
く
づ
く
と
」
「
ふ
と
」
「
ほ
の
ぼ
の
と
」
「
ゆ
さ
ゆ
さ
と
」
の
9
語
が
、
『
古
本
説
話
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
に
共
通
し
て
存
す
る
。

各
用
例
の
い
く
ら
か
を
、
簡
略
に
示
す
。

〔
つ
ぶ
と
〕

○
功
刀
〓
申
ベ
キ
事
（
打
開
集
　
1
0
9
）

O
d
l
割
引
あ
た
り
て
（
古
本
説
話
集
　
掴
・
6
）

〔
は
た
と
〕

にトllllll「（鳴）

〇
、
タ
ト
ナ
リ
テ
　
（
打
開
集
　
4
1
0
）

○
副
吋
自
う
ち
あ
げ
て
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
1
2
2
・
1
1
）

○
副
相
田
う
ち
（
同
右
　
3
0
2
・
1
4
）

○
は
た
と
鳴
り
て
　
（
同
右
　
3
3
7
・
3
）

〔
ち
ち
と
〕

○
列
l
l
＝
l
〓
セ
サ
セ
給
ヨ
シ
ヲ
（
却
療
忘
記
　
上
1
1
オ
5
）

シ
ヨ

○
引
当
日
印
此
書
セ
ル
人
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
　
上
聞
）



〔
ひ
し
と
〕

O
d
l
シ
ー
ト
ー
チ
リ
タ
ル
（
却
療
忘
記
　
上
1
8
ウ
5
）

○
d
l
外
ト
l
生
シ
タ
ル
也
。
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
　
下
望

〔
は
た
は
た
と
〕

○
ア
マ
リ
．
ハ
王
）
タ
．
（
平
）
く
ト
シ
テ
ヒ
ソ
メ
ク
ホ
ト
こ
　
（
光
言
句
義
釈
聴
集
記
　
上
7
5
）

○
戸
を
は
た
ノ
＼
と
た
1
け
る
に
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
1
0
1
・
1
5
）

○
牛
の
尻
を
は
た
ノ
＼
と
打
て
　
（
同
右
　
帥
・
1
2
）

〔
き
と
〕

〇
割
御
ら
ん
じ
け
り
。
（
古
本
説
話
集
　
1
7
1
・
1
）

〇
割
引
見
い
れ
奉
る
に
よ
り
て
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
6
7
・
2

〔
こ
そ
ろ
と
〕

○
こ
そ
ろ
と
の
ぼ
り
ぬ
。
（
古
本
説
話
集
　
2
2
9
・
1
）

○
こ
そ
ろ
と
わ
た
り
て
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
m
・
4
）

〔
ゆ
さ
ゆ
さ
と
〕

○
ゆ
さ
ノ
＼
と
ゆ
る
ぐ
。
（
古
本
説
話
集
　
抽
・
2
）

○

ゆ

さ

く
日
ゆ
る
ぐ
。
（
宇
治
拾
遺
物
語
　
2
3
9
・
3
）

以
上
の
如
く
、
『
古
本
説
話
集
』
と
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
に
擬
声
・
擬
態
の
副
詞
が
多
用
さ
れ
、
且
つ
、
共
通
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
、

注
目
に
催
し
ょ
う
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙
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八
、
単
一
文
献
弧
存
語
彙

八
文
献
中
、
一
文
献
に
の
み
認
め
ら
れ
る
孤
立
的
な
副
詞
語
彙
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

m
　
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
孤
存
語
彙
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
用
例
数
を
表
す
。
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
、
擬
声
・
擬
態
語
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
以

下
同
じ
。
）

あ
け
く
れ
（
1
）

た
と
へ
ば
（
2
）

い
く
そ
ば
く
（
2
）

つ
ぎ
に
（
2
）

（
生
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
）

い
け
な
が
ら
（
3
）
　
　
お
ほ
き
に
（
3
）
　
　
げ
ん
に
（
2
）

と
り
わ
き
（
2
）
　
　
な
に
の
ゆ
ゑ
に
（
4
）

ひ
そ
か
に
（
1
）

（悉）こ
と
ご
と
（
1
）

ま
さ
し
く
（
2
）

以
上
、
異
な
り
語
数
は
1
2
語
で
あ
る
。

熔
　
『
打
開
集
』
孤
存
語
彙

二
時
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欺
）

い
ち
じ
に
（
1
）
　
　
か
う
て
（
2
）

か
や
う
に
（
1
）（多
々
）

こ
こ
に
（
1
）

さ
や
う
に
（
1
）
（疾）

（種々
）

し
ゅ
じ
ゆ
（
2
）

す

す
に
（
1
）
　
　
そ
そ
（
1
）
　
　
た
え
て
（
2
）

（役）

に
　
（
1
）
　
　
や
く
と
　
（
1
）

た
た
　
（
1
）
　
　
つ
い
で
に
　
（
1
）
　
　
と
く
（
1
）

と
ざ
ま
か
う
ざ
ま

以
上
、
異
な
り
語
数
は
1
4
語
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
擬
声
・
擬
態
語
は
2
語
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
左
に
掲
げ
る
。

○
香
櫨
之
煙
対
当
コ
l
上
サ
マ
こ
立
登
ル
。
（
堕
（
原
本
「
0
登
レ
立
」
）

○
外
可
風
吹
。
（
響

畑
　
『
三
教
指
帰
注
』
孤
存
語
彙

い
ま
ひ
と
つ
　
（
1
）
　
　
き
や
め
て
（
1
）

（
生
々
　
　
　
　
　
　
世
々
）

L
や
う
じ
ゃ
う
せ
ぜ
（
1
）

（切々
）

せ
つ
せ
つ
　
（
1
）

（即時）

そ
く
じ
に
　
（
1
）

な
じ

に
　
（
1
）
　
　
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
　
（
2
）
　
　
む
さ
む
さ
と
　
（
1
）

以
上
、
8
語
で
あ
る
。
擬
声
・
擬
態
語
の
用
例
を
左
に
掲
げ
る
。



○
鶉
毛
ハ
ホ
六
く
ト
シ
テ
　
（
4
オ
7
）

○
宍
村
ホ
ロ
く
ト
コ
ホ
レ
ヲ
チ
ヌ
。
（
2
7
オ
7
）

㈱
　
『
却
療
忘
記
』
孤
存
語
彙

異
な
り
語
数
は
1
5
語
で
あ
る
。

あ
ひ
か
ま
へ
て
（
4
）

（
一
切
）

い
さ
さ
か
も
（
1
）
　
　
い
っ
さ
い
（
1
）

か
せ
か
せ
と

（1）

う
（
1
）
　
　
じ
ね
ん
に
　
（
1
）
　
　
た
い
て
い
　
（
1
）
　
　
た
ぶ
ん
（
1
）

（
度
々
）

ど
ど
　
（
1
）

か
ら
か
ら
と
（
1
）

な
に
か
は
　
（
2
）

（早々
）

さ
＞
つ
さ

な

に

と

な

く
　
（
1
）
　
　
　
ひ
ま
ひ
ま
に
　
（
1
）
　
　
　
ま
な
あ
た
り
（
1
）

擬
声
・
擬
態
語
の
用
例
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

み
る
み
る
と
　
（
1
）

○
ア
マ
リ
こ
学
問
タ
ケ
ク
ナ
リ
ヌ
レ
バ
　
（
中
略
）
　
カ
セ
く
ト
ノ
ミ
ナ
リ
モ
テ
ィ
テ
（
上
5
ウ
8
）

○
タ
ヾ
一
向
ニ
カ
ラ
く
ト
ヲ
コ
ナ
ヒ
テ
オ
は
シ
マ
シ
ア
フ
ベ
シ
。

（
上
1
4
ウ
4
）

○
シ
キ
ミ
ノ
花
ノ
ミ
ル
く
ト
シ
テ
　
（
下
1
オ
1
3
）

㈲
　
『
光
吉
句
義
釈
聴
集
記
』
孤
存
語
彙

異
な
り
語
数
は
2
0
語
で
あ
る
。

あ
ち
こ
ち
（
2
）
　
　
　
い
か
ほ
ど
（
1
）

生
々
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
暗
）

う
じ
ゃ
う
（
1
）
　
　
そ
ら
に
（
1
）

（内々
）

う
ち
う
ち
　
（
1
）

た
ち
ま
ち
（
1
）

お
ほ
む
ね
（
1
）

ほ
っ
と
（
2
）
　
　
は
っ
は
っ
と
（
1
）

（私）

み
そ
み
そ
と
（
1
）

ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
と
（
3
）

み
だ
り
に
（
1
）

し
だ
い
し
だ
い
に
　
（
1
）

な
が
な
が
と
（
1
）

（
様
々
）

や
う
や
う
に
（
2
）

（
世
々
せ
ぜ
L
や

な
ん
ぞ
（
1
）

（焼）や
が
た
（
1
）

わ
た
く
L
に
　
（
1
）
　
　
わ
づ
か
に
　
（
1
）
　
　
ゐ
り
ゐ
り
と
　
（
1
）

擬
声
・
擬
態
語
の
用
例
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

○
チ
ヤ
ウ
く
ト
シ
テ
物
ヲ
ナ
ヅ
ケ
テ
論
ズ
。
（
上
2
6
2
）

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙
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○
チ
ヤ
ウ
ノ
＼
ト
図
ガ
ア
リ
テ
ヤ
ス
キ
也
。
（
上
2
8
5
）

○
何
ハ
ナ
ン
ト
チ
ヤ
ウ
く
ト
心
得
ベ
キ
也
。
（
上
墾

○
射
㍊
ハ
l
日
中
二
生
ル
レ
バ
　
（
下
6
9
）

○
ホ
ツ
く
ト
仰
セ
ラ
ル
、
事
ド
モ
ハ
　
（
上
4
1
g
）

○
ミ
ソ
〈
ト
物
ヲ
申
シ
ナ
ス
ナ
リ
。
（
上
猫
）

○
即
チ
上
ニ
ヰ
．
（
平
）
リ
．
（
平
）
く
ト
云
ヒ
ツ
ル
ヲ
（
上
響

擬
声
・
擬
態
語
で
は
な
い
が
、
「
や
が
て
」
と
同
義
と
見
ら
れ
る
「
や
が
た
」

○
余
レ
バ
花
厳
一
六
頓
漸
近
説
ヲ
深
キ
ニ
シ
テ
英
二
刊
刺
列
即
身
成
仏
ト
モ
云
也
。

㈲
　
『
古
本
説
話
集
』
孤
存
語
彙

の
例
を
掲
げ
て
お
く
。

（
下
欄
）

あ
か
ら
さ
ま
に
（
1
）
　
　
あ
り
の
ま
ま
に
（
2
）

（
3
）
　
　
い
か
に
も
（
5
）
　
　
い
ま
さ
ら
に
（
1
）

お
の
　
（
2
）

（
口
々
）

く
ち
ぐ
ち
に

な
む
　
（
1
）

た
え
ず
（
1
）

く

　

（

8

）

ぶ
る
に
（
2
）

ろ
に
　
（
1
）

（斯）
か
う
　
（
2
）
　
　
か
つ
は
　
（
1
）

（
1
）
　
　
こ
こ
ろ
な
ら
ず
（
1
）

さ
の
み
　
（
3
）
　
　
さ
ま
ざ
ま
　
（
5
）

い
か
が
は
（
7
）

い
ま
に
（
4
）

か
は
る
が
は
る
　
（
1
）

い
か
に
か
（
2
）

う
ち
つ
け
に
（
1
）

い
か
に
し
て
（
5
）

お
し
は
か
り
に
（
1
）

い
か
に
ぞ

お
の

（
軽
々
）

か
ら
う
じ
て
　
（
2
）
　
　
き
や
う
き
や
う
に
　
（
1
）

こ
ぞ
り
て
　
（
2
）
　
　
こ
と
は
　
（
1
）
　
　
さ
し
も
（
1
）

（
「
そ
」
カ
。
）

さ
ま
で
　
（
1
）
　
　
し
こ
ら
　
（
1
）
　
　
そ
こ
ぼ
く
（
1
）

さ
ぞ
　
（
1
）
　
　
さ

ち
り
ぢ
り
に
（
1
）
　
　
と
う
ど
（
1
）

な
じ
か
　
（
1
）
　
　
な
に
し
か
　
（
は
）
　
（
2
）

（
疾
々
）

と
く
と
く
（
2
）
　
　
と
み
に
（
1
）
　
　
と
り
ど
り
に
（
2
）
そ
よ
と
　
（
1
）

（泣々
）

な
く
な

な
に
L
に
　
（
1
）
　
　
な
べ
て
　
（
2
）
　
　
ね
ん
ご
ろ
に
　
（
2
）

（別）

ひ
と
し
れ
ず
（
1
）
　
　
ひ
め
も
す
に
（
1
）
　
　
ふ
い
に
（
1
）
　
　
べ
ち
に
（
1
）
　
　
ま
い
て
（
l
）

ひ
た

ま
ご
こ

（未）
ま
だ
に
　
（
1
）
　
　
み
ち
す
が
ら
　
（
1
）
　
　
や
は
ら
（
1
）

以
上
、
異
な
り
語
数
は
5
4
語
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
擬
声
・
擬
態
語
は
2
語
と
、

ゆ
め
に
　
（
1
）
　
　
わ
れ
に
も
あ
ら
ず
（
1
）

比
較
的
僅
少
で
あ
る
。
用
例
は
左
の
如
く
で
あ
る
。



l

（

鳴

）

○
う
し
ろ
に
そ
よ
と
な
り
て
、
人
の
け
し
き
、
あ
し
を
と
す
。
（
2
5
9
・
3
）

○
さ
て
み
れ
ば
、
や
う
く
と
び
て
、
か
う
ち
の
く
に
に
、
こ
の
ひ
じ
り
の
お
こ
な
ふ
か
た
わ
ら
に
封
を
ち
ぬ
。
（
響
3
）

刑
　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
孤
存
語
彙

異
な
り
語
数
は
9
4
語
で
、
八
文
献
中
最
多
で
あ
る
。

あ
ま
た
か
へ
り
（
1
）
　
　
あ
ま
た
た
び
（
2
）

ら
（
1
）
　
　
い
く
つ
　
（
2
）
　
　
い
く
と
せ
（
1
）

あ
り
あ
り
て
　
（
1
）

い
つ
　
（
1
0
）

い
か
さ
ま
（
1
）

い
ま
さ
ら
　
（
1
．
）

（幾々
）

い
く
い
く
と
（
1
）

（疎々
）

お
ろ
お
ろ
　
（
4
）

（
鶏
頭
）
い
く
か
し

（互）
か
た
み
に
　
（
2
）

か
才
が
ろ
と
（
1
）
　
　
き
し
き
し
と
（
1
）
　
　
き
は
ま
り
て
（
2
）

（
暗
々
）

（心）

（
軽
々
）

き
り
き
り
と
（
1
）

く
た
く
た
と
（
4
）

く

つ

く

つ

ぶ
ご
ぶ
と
（
1
）
　
　
こ
ま
ご
ま
と
（
3
）
　
　
こ
。
ゑ
ご
ゑ
に
（
1
）
　
　
さ
く
さ
く
と
（
1
）
　
　
さ
く
と
（
1
）

田
（
1
）
　
　
く
ら
ぐ
ら
（
2
）
　
　
け
し
け
L
と
（
l
）

（声々
）

こ
こ
ろ
と
（
1
）
　
　
こ
そ
こ
そ
と
（
3
）

こ
と
の
ほ
か
（
1
6
）
　
　
ご

さ
っ
と
（
2
）
　
　
さ

田
（
1
）
　
　
ざ
ぶ
り
と
（
1
）
　
　
さ
め
ざ
め
と
（
3
）

か
も
（
1
）
　
　
し
だ
い
に
（
4
）
　
　
し
ひ
て
（
2
）

さ
や
さ
や
と
（
1
）

（更々
）

さ
ら
さ
ら
（
1
）

だ
か
と
（
2
）
　
　
た
だ
た
だ
と
（
l
）

づ
ぶ
り
と
（
2
）
　
　
つ
や
つ
や
（
l
）

ち
う
と
（
1
）

す
は
す
は
と
（
1
）

（少）
ち
と
（
2
）

す
る
す
る
と
（
1
）

さ
ら
さ
ら
と
（
4
）
　
　
し

刊
自
利
自
（
1
）
　
　
た
か

つ
ぎ
つ
ぎ
（
3
）
　
　
つ
と
（
1
）
　
　
つ
ね
づ
ね
（
1
）

う
と
　
（
1
）
　
　
と
ろ
と
ろ
と
　
（
1
）

つ
ら
つ
ら
と
（
1
）
　
　
て
づ
か
ら
（
2
）

（中）
な
か
に
　
（
5
）
　
　
な
じ
か
は
　
（
1
）

て
づ
か
ら
み
づ
か
ら
（
2
）
　
　
と
（
3
）
　
　
ど

知
二
2
）
　
な
に
か
（
3
）
　
な
に
の
（
2
）

な
は
な
ほ
（
1
）
　
　
な
よ
な
よ
と
（
1
）

ら
は
ら
と
（
7
）
　
　
は
る
ば
る
（
1
）

（将）

な
ん
で
ふ
（
9
）
　
　
の
け
ざ
ま
に
（
8
）
　
　
の
ち
の
ち
（
2
）
　
　
は
た
（
1
）
　
　
ま

た
り
と
（
1
）
　
　
ふ
ら
ふ
ら
と
（
3
）

呵
引
感
l
引
（
1
）
　
　
ま
れ
ま
れ
（
1
）

（役々
）

や
く
や
く
と
（
1
）
　
　
や
や
（
3
）
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鎌
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ひ
し
ひ
し
と
（
3
）
　
　
ひ
や
う
と
（
1
）

翫
酔
ほ
う
け
と
（
1
）
　
成
引
月
二
1
）
ふ
た
と
（
1
）
　
　
ふ
た
ふ
た
と
（
2
）

剥

（殆）

ほ
そ
ぼ
そ
と
（
1
）
　
　
ほ
と
ほ
と
（
2
）

（
道
々
）

み
さ
み
さ
と
（
1
）
　
　
み
ち
み
ち
（
1
）

ゆ
ふ
ゆ
ふ
と
（
1
）
　
　
ゆ
ら
ゆ
ら
と
（
1
）

み
な
み
な
（
2
）
　
　
む
ず
む
ず
と
（
1
）

如
上
な
（
1
）
　
毎
P
に
（
3
）

二
一



鎌
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（
世
々
）
　
　
　
　
　
　
（
夜
々
）

よ
よ
（
1
）
　
　
よ
る
よ
る
（
1
）
　
　
よ
ろ
づ
に
（
6
）

擬
声
・
擬
態
語
も
3
8
語
と
、
多
数
を
占
め
る
。
用
例
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

二
二

○
き
し
く
と
ひ
き
け
れ
ば
（
3
9
1
・
6
）

○
ま
だ
ら
な
る
蛇
の
き
り
く
と
し
て
ゐ
た
れ
ば
（
1
5
8
・
1
6
）

○
く
た
く
と
し
て
よ
り
ふ
L
に
け
り
。
（
1
2
1
・
5
）

○
練
絹
の
や
う
に
く
た
ノ
＼
と
成
た
る
も
の
を
（
3
3
8
・
2

○
せ
ば
ね
を
打
き
り
て
く
た
く
と
な
し
つ
。
（
3
5
3
・
1
）

○
な
へ
く
く
た
く
と
な
し
て
（
3
5
6
・
1
3
）

○
の
ど
を
く
つ
く
と
く
つ
め
く
や
う
に
な
ら
せ
ば
（
即
・
6
）

○
腹
を
そ
ら
し
て
け
し
く
と
お
こ
し
け
れ
ば
（
7
2
・
1
1
）

○
こ
そ
く
と
登
り
ぬ
。
（
鋤
・
6
）

○
法
師
自
利
月
Ⅵ
と
し
て
入
く
る
ま
ま
に
（
2
7
1
・
4
）

○
手
を
こ
そ
く
と
す
り
て
（
3
0
2
・
3
）

○
弟
子
の
聖
は
づ
し
た
れ
ば
さ
か
さ
ま
に
入
り
て
ご
ぶ
く
と
す
る
を
（
3
2
5
・
4
）

○
此
釜
に
さ
く
く
と
入
る
。
（
8
4
・
4
）

○
湯
ぶ
ね
に
割
引
q
の
け
ざ
ま
に
臥
こ
と
を
ぞ
し
給
け
る
。
（
1
2
6
・
1
）

〇
一
ど
に
剖
l
刊
d
失
せ
ね
。
（
2
5
7
・
望

○
水
中
に
血
の
副
l
刊
d
わ
き
出
づ
る
様
に
（
3
9
1
・
望

〇
割
引
見
て
あ
る
に
（
9
4
・
1
3
）



○
川
に
ざ
ぶ
り
と
人
種
に
（
3
2
5

2）

○
さ
め
ぐ
と

○
さ
め
ぐ
と
泣
き
け
る
を
み
て
（
7
1
・
6
）

泣
く
。
（
2
1
3
・
1
5
）

○
さ
め
ぐ
と
二
人
泣
き
て
（
2
5
0
・
1
3
）

〇
八
衣
が
）
さ
や
〈
と
な
り
て
（
姐
・
7
）

○
さ
ら
ノ
＼
と
か

へ
ら
か
し
て
（
8
4
・
9
）

○
算
を
さ
ら
く
と
出
し
け
れ
ば
（
畑
・
6
）

○
さ
ん
を
さ
ら
く
と
置
き
ゐ
た
り
け
り
。

（
棚
・
8
）

○
さ
む
を
さ
ら
ノ
＼
と
お
し

○
腰
に
す
は
ノ
＼
と
う
ち
つ

○
す
る
く
と
生
た
ち
て
い

○
こ
の
男
が
顔
を
そ
と
く

こ
ぽ
ち
た
り
け
れ
ば
（
4
1
0
・
2
）

け
た
り
。
（
6
3
・
5
）

み
じ
く
大
に
な
り
た
り
。
（
1
4
5
・
3
）

な
で
け
り
。
（
3
5
6
・
6
）

○

た

ゞ

く

と
走
り
出
で
ら
れ
に
け
り
。
（
1
2
2
・
4
）

〇
割
引
立
ち
め
ぐ
り
て
尻
を
ふ
た
と
蹴
た
り
け
れ
ば
（
川
・
埜

○
少
将
う
l
日
い
だ
き
て
（
l
m
・
曇

○
づ
ぶ
り
と
な
げ
返
し
ぬ

。

（

1

2

4

・

1

0

）

○
瑚
ぶ
引
田
も
人
ら
で
（
3
2
5
・
3
）

○
わ
れ
を
つ
ら
く
と
見
て
云
や
う

（76・13）

○
聖
の
坊
の
か
た
は
ら
に
d
引
お
ち
ぬ
。
（
禦
1
1
）
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二
三



鎌
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二
四

〇
　
八
矢
を
）
　
と
ろ
く
と
は
な
ち
て
（
4
1
8
・
1
2
）
）

〇
二
た
び
三
た
び
ば
か
り
打
ふ
り
て
な
よ
ノ
＼
と
な
し
て
（
1
2
9
・
7
）

〇
　
八
馬
よ
り
）
は
ら
く
お
る
～
程
に
（
8
0
・
1
2
）

○
石
を
咄
引
力
Ⅵ
っ
引
く
だ
け
ば
（
2
5
9
・
8
）

○
は
ら
く
と
泣
き
け
り
。
（
開
・
1
3
）

○
涙
を
は
ら
く
と
こ
ぼ
し
て
（
犯
・
4
）

○
は
ら
く
と
泣
き
ま
ど
ひ
し
を
（
溝
・
3
）

○
涙
を
は
ら
ノ
＼
と
お
と
し
て
（
3
3
6
・
4
）

○
川
に
は
ら
ノ
＼
と
打
入
て
（
4
1
5
・
2
）

○
ひ
し
く
と
た
ゞ
食
ひ
に
食
ふ
音
の
し
け
れ
ば
（
7
0
・
1
5
）

○
ひ
し
く
と
す
。
（
7
3
・
1
6
）

○
ふ
た
り
ね
た
る
上
を
ひ
し
ノ
（
＼
と
ふ
み
な
ら
し
て
（
2
8
0
・
・
1
）

○
弓
を
つ
よ
く
引
て
ひ
や
う
と
射
た
り
け
れ
ば
（
2
5
3
・
1
1
）

○
尻
を
封
蹴
た
り
け
れ
ば
（
淵
・
1
6
）

○
生
け
な
が
ら
毛
を
む
し
ら
せ
け
れ
ば
し
ば
し
ば
ふ
た
ノ
＼
と
す
る
を
（
遁
・
5
）

〇
三
尺
ば
か
り
な
る
給
の
ふ
た
く
と
し
て
庭
に
は
ひ
出
た
り
。
（
m
・
1
0
）

○
鼻
は
ず
れ
て
粥
の
中
へ
ふ
た
り
と
う
ち
い
れ
つ
。
（
1
0
0
・
5
）

○
毛
の
中
よ
り
松
茸
の
大
き
や
か
な
る
物
の
ふ
ら
ノ
′
＼
と
出
で
き
て
（
6
3
・
4
）

○
ふ
ら
く
と
飛
び
て
い
ぬ
。
（
1
4
2
・
1
）



○
ふ
ら
く
と
飛
て
皆
い
ぬ
。
（
用
・
1
4
）

○
し
り
を
笥
蹴
た
れ
ば
（
3
8
9
・
9
）

○
叫
引
引
リ
泣
か
る
。
（
鋤
・
9
）

○
ぼ
ろ
く
と
泣
き
て
　
（
6
4
・
1
0
）

○
ほ
ろ
く
と
物
ど
も
こ
ぼ
れ
お
つ
る
物
は
　
（
9
4
・
5
）

○
ほ
ろ
く
と
泣
L
は
　
（
1
8
6
・
n
）

○
ほ
ろ
く
と
打
泣
て
　
（
仙
・
3
）

○
せ
な
か
は
紅
の
練
単
衣
を
水
に
ぬ
ら
し
て
着
せ
た
る
や
う
に
み
さ
ノ
＼
と
な
り
て
あ
り
け
る
を
（
9
1
・
望

〇
三
十
す
ぢ
ば
か
り
む
ず
く
と
折
り
食
ふ
。
（
8
6
・
9
）

〇
人
も
住
ま
ぬ
う
き
の
ゆ
ふ
く
と
し
た
る
一
ま
ち
ば
か
り
な
る
う
き
あ
り
。
（
舗
・
2
）

○
ゆ
ら
く
と
こ
の
蛇
行
ば
　
（
減
・
2
）

○
さ
く
り
あ
げ
て
封
l
当
日
泣
き
け
れ
ば
（
7
1
・
1
1
）

○
さ
く
り
も
封
J
告
引
泣
く
。
（
Ⅲ
・
9
）

右
に
見
る
如
く
、
語
種
も
豊
富
で
あ
る
と
共
に
、
特
色
あ
る
語
形
の
も
の
が
少
な
く
な
い
。

㈱
　
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
孤
存
語
彙

異
な
り
語
数
は
1
9
語
と
少
な
い
。
擬
声
・
擬
態
語
が
一
例
も
存
し
な
い
点
、

あ
た
か
も
（
1
）
　
　
あ
に
（
1
）
　
　
あ
ひ
と
も
に
（
1
）

い
や
し
く
も
（
2
）
　
　
か
つ
が
つ
　
（
3
）
　
　
か
れ
こ
れ
（
1
）

『
法
華
百
座
間
書
抄
』
　
に
等
し
い
。

あ
ら
か
じ
め
（
1
）
　
　
い
さ
さ
か
に
（
1
）
　
　
い
た
り
て
（
1
）

こ
と
さ
ら
に
　
（
1
）
　
　
し
か
の
み
な
ら
ず
（
3
）
　
　
し
き

り
に
（
2
）
　
　
す
こ
ぶ
る
（
6
）
　
　
す
べ
か
ら
く
（
7
）
　
　
と
り
あ
へ
ず
（
1
）
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ま
た
ま
た
（
1
）
　
　
も
は
ら
（
5
）
　
　
や

二
五



鎌
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う
や
く
（
2
）
　
　
や
や
も
す
れ
ば
　
（
1
）

語
種
は
多
く
な
い
が
、
「
す
こ
ぶ
る
」
「
す
べ
か
ら
く
」
「
も
は
ら
」
の
使
用
頻
度
の
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
、
各
文
献
ご
と
の
副
詞
語
彙
の
異
な
り
語
数
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

二
六

宇

古

法

光

打

ロ去

高

最
多
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
最
少
の
『
三
教
指
帰
注
』
と
で
は
大
差
が
あ
る
が
、
両
文
献
の
言
語
総
量
に
差
が
あ
る
の
で
、
単
純
な
比
較

は
出
来
な
い
。

右
の
異
な
り
語
数
に
占
め
る
擬
声
・
擬
態
語
彙
の
比
率
（
％
）
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

宇

光

ロ去

古

打

法

高

『
法
華
百
座
間
抄
』
と
『
高
山
寺
本
古
往
来
』

の
数
値
0
は
特
別
と
し
て
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
　
の
高
率
が
き
わ
立
っ
て
い
る
。
擬
声
・
擬

態
の
副
詞
語
彙
は
、
文
献
の
文
体
的
特
徴
を
測
る
一
指
標
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

お

　

わ

　

り

　

に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
副
詞
語
彙
は
、
語
義
が
抽
象
約
・
一
般
的
で
あ
る
ほ
ど
共
通
度
が
高
く
、
逆
に
、
語
義
が
具
体
的
・
特
定
的
で

あ
る
ほ
ど
共
通
度
が
低
く
な
る
。
擬
声
・
擬
態
語
は
、
そ
の
後
者
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

副
詞
語
彙
、
就
中
、
擬
声
・
擬
態
副
詞
は
、
語
彙
史
研
究
上
の
み
な
ら
ず
、
文
体
研
究
上
、
重
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る



の
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
拙
稿
「
法
華
百
座
間
書
抄
の
副
詞
語
彙
」
（
小
林
芳
規
編
『
法
華
百
座
間
書
抄
繚
索
引
』
昭
和
五
十
年
三
月
武
蔵
野
書
院
刊
）

（
2
）
　
小
林
芳
規
編
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
「
本
文
篇
」
脚
注
一
二
二
貢
。

（
3
）
　
「
ち
ち
と
」
「
ひ
し
と
」
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
先
生
の
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
』
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
特
輯
号
3
昭
和

四
十
六
年
三
月
）
　
に
ご
指
摘
が
あ
る
。

〔
追
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
元
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
く
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
を
始
め
、
東
辻
保
和
・
金

子
彰
・
鈴
木
恵
の
各
氏
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
㈲
「
平
安
鎌
倉
時
代
語
研
究
資
料
の
綜
合
的
調
査
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

院
政
・
鎌
倉
時
代
の
副
詞
語
彙




